
神戸小学校のホームページでは、毎日、子どもたちの活動の様子を発信しています。 
【津市立神戸小学校】または【http://ednet.res-edu.ed.jp/s-kanbe/】 
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☆２学期も ご支援とご協力 ありがとうございました 
 この２学期は、「かんべっ子広場」「修学旅行」「いもほり」「神戸の歴史学習」「社会見学」など、

保護者の皆様や地域の方々のご協力のもと、たくさんの行事を行うことができました。 

 

これらは、神戸小学校の子どもたちの心身の成長に欠かせない、貴重な経験となっております。 

今後も引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします 
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TEL：059-228-2965 ～ 自ら学び 心豊かな たくましい「かんべっ子」 ～ 

学校から家庭と地域の皆様へ 

１年 なかよくなろうかい 
  津みどりの森こども園や 
泉ヶ丘保育園のお友達と 
交流を深めました。 

 

２年  いもほり 
 神戸北沖・山田環境保全会
の皆様に、１年生と一緒にお
世話になりました。 

３年  神戸の歴史学習 
 黒川様と内藤様に、神戸の
歴史について教えていただき
ました。 

４年  社会見学 
身近な環境問題について
学びました。 

５年 稲刈り  
 神戸北沖・山田環境保全
会の皆様にお世話になり、
お米作りを体験させてい
ただきました。 

６年 奈良・京都への修学旅行 
 歴史の重みを体感しました。 

学習ルーム 交歓学習会 
西郊中学校区のお友達と 
３B体操を楽しみました。 

劇団うりんこ文化公演 
「小学校は 
宇宙ステーション」 

６年生も劇に参加しまし
た。 

中学校区人権フェスティバル 
 ６年生 「自分らしく生きる」 

http://ednet.res-edu.ed.jp/s-kanbe/


☆「学校アンケート」へのご協力、ありがとうございました 

 保護者の皆様を対象に実施した『学校アンケート』の結果を、前号でお知らせいたしましたが、

その中の自由記述欄に、次のようなご感想、ご質問やご要望を頂いております。 

☆ご感想 「夏の間のヘルメットか帽子の自由化、ありがとうございます」 

「神戸小のホームページを楽しみにしています。日々更新してくださり、学校での様子がよく

分かります。遠方に住む じーじ ばーばも 孫の学校での様子が見られ、うれしく感じています」 

「ホームページの更新がマメで、学校の様子が分かり助かっている」 

「『休み時間、先生が一緒に遊んでくれた』と嬉しそうに話しています」  

➡ご記入くださったことを励みに、今後も力を入れて取り組ませていただきます。 

☆ご質問・ご要望 「学校からの配布物（プリント）を、スマホから見られるＰＤＦにしてほしい。」

➡お子さんが「プリントを持ち帰りお家の方に見せる」ということには、教育的な意味もあります。

特に大切な内容については、従来通り、ＰＤＦを添付したマチコミメールでも配信いたします。 

「欠席連絡を、アプリからもできるようにしてほしい。」➡「欠席」という情報だけでなく、お子さ

んの様子なども把握したいと考えておりますので、アプリの導入は見送らせていただきます。 

「旗当番の時、子どもたちが下を向いていてあいさつが少なく感じる」（他４件、同意のご記入あり）

➡これまでの「学校だより」でお知らせしたように、お子さんの９３％が「あいさつをしている」

と答え、保護者様の９８％が「あいさつをするよう気を付けさせている」と答えておられますが、

実際にあいさつしているお子さんはそれより少ない状況がうかがえます。長かったコロナ禍の影響

もあると思われますが、大きな声であいさつができるよう、学校ではこれからも子どもたちへの働

きかけを続けていきます。ご家庭でもご指導をよろしくお願いします。 

「暑い夏の体育の授業で工夫している点があれば教えていただきたい」➡活動前には必ず「熱中症

計」で「暑さ指数」を計り、管理職と相談しながら、活動時間の制限や授業内容の変更を行ってい

ます。また、必ず水筒を持たせて適宜水分補給の時間をとったり、ミストを効果的に使用したりし

ています。水筒のお茶が無くなったお子さんのためには、職員室で冷たい水を用意しています。 

「熱中症対策としてヘルメットではなく帽子可となったが、万が一の事故に備えていたはずなのに

命を守れるのか？と疑問。日傘を推奨してほしかった」➡今年の夏はこれまでにない暑さとなり、

「『暑さ指数』が高すぎるため外遊び禁止」とした休み時間が過去最高回数を記録し、「水泳の授業」

すら中止した日もありました。また、楽しく夢中になって活動している時の子どもは自身の体調の

変化に気づきにくいため、教員が健康観察をしながら「水分を摂りましょう」「日陰で休みましょう」

とこまめに声をかける必要がありますが、登下校時は子どもたちだけで行動しなければなりません。

「交通事故」だけでなく、「熱中症」も命にかかわります。命を守るために、「ヘルメット」か「帽

子」か、お子さんの体調等もふまえてご判断いただきたいと思います。なお、日傘は禁止しており

ませんので、安全に気を付けてお使いください。 

「学校のトイレが汚く、親子清掃の時に驚いた。清掃ボランティアなどで校内清掃に関われないの

か？」➡大変ありがたいご提案、感謝いたします。子どもらも頑張って掃除していますが十分行き

届いておりません。清掃ボランティアをしてくださる方がおられましたら、担任へご連絡ください

ませ。 

「ハートルームを開けてほしい」➡管理面での問題が大きく、開けることができません。上記のト

イレ清掃と同様に、ボランティアで管理をしてくださる方がおられましたらご連絡ください。 


